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図 7:0･23≦孟≦0･25､0･4≦71≦0･7の部分の拡大臥 黒く塗りつぶした部分はそこに
(無限に)多くの相が現れるが､計算精度のため境界線を書くことはできない｡
と考えられるときの相図とは本質的に違った特徴を示す｡72-0のときでもこのような複
雑な構造が現れるのであるから､72≠0の体系の相図はより複雑であるという予想がつく
し､数値解析の結果､実際にその通りであった｡
Bassler等は多くの一次転移線の集積点の終点で､相境界は扇形構造をなし､その様相が
ギリシャ文字の Tの形をしていることから､この臨界点をT点と定義している【21】｡本
研究において得られた相図にもこのような構造が見られる｡すなわち図7においてこのよ
うな T点のfJ'lf道が非常に荒いながら､見ることができる｡41J'=に多くの州が入っているとJlT,
われる一次転移線の両端の構造は､周期 A･/Iを 30とした本研究における計算では限界が
あるが､T点 の存在が予想されうる｡T点の存在はF-Ⅰくモデルで二体の相互作用ポテン
シャルがダブルパラボラ形のときに知られていて､相図の詳細にわたる研究が行われてい
るか [20]､カイラルXYモデルにおいても存在することの指摘は新しい知見である｡
4 結論
本論文は外場と-軸性ポテンシャルをもつ一次元カイラルXYモデルの基底状態の相図
を求め､_その性質を議論した｡外場のみ､または､-軸性ポテンシャルのみをもつ一次元
カイラルXYモデルは今まで詳細に研究され､基底状態の相図とその性質が議論されてい
るが 【18,19]､それらq)性質には本質的な違いがある｡本論文において､外場と-軸性ポテ
ンシャルをもつ一次元カイラルXYモデルの相図は､それらの場合と全く異なる様相を示
すことを解明した｡
外場と-軸性ポテンシャルをもつ⊥次元カイラルXYモデルの基底状態の特徴をまとめ
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ると､
●回転数が悪魔の階段構造を示すとは限らない｡
｡同一回転数の相の中にA相とB相が存在する場合があり､その境界線は一般にはα
軸に水平ではない｡また､この相の境界での相転移は一次である0
●A相とβ相の境界は無限に存在する可能性がある｡
●T点が存在する可能性がある｡
となる｡
本研究での数値計算は周期を〟 -30と固定したために限界がある｡つまり､さらに周
期が長い基底状態を見つけ Tポイントの存在を確かにし､連続超縮退点などの複雑な構
造は存在を確かめるには､M を大きくして数値計算する必要がある｡また､71>0のと
きのみについて調べたが､71<0のときの相図も研究する｡また､-軸性ポテンシャル
のあるカイラルXYモデルの有限温度の研究はHoriguchiとFukuiによって研究されてお
り[22,23ト この拡張として､本研究におけるカイラルXYモデルの有限温度の研究や､有
限系への応用 (フイルム)も残された問題である｡
さらに､三種類の一体のポテンシャルのあるF-Kモデルは､SasakiとFloriaによって
調べられたが､Tポイントの存在の可能性がみられる【24]｡三種類の一体のポテンシャル
をもつカイラルXYモデルについてもT点の存在の可能性があると考えられ､将来の課題
である｡
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